
学習プログラムの説明 

ねらい 

言葉チェックシートや資料を使うことで、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）

に気付き、自分のこととして考える機会となります。 

 

「」 

 

 

 

 

仕事や結婚、子育て等において性別に基づく固定観念から生じる無意識の思い込みや、個人の考

え方の違いに気付いてもらうプログラムです。普段、何気なく使われている言葉を取り上げ、グル

ープでどう感じるか等について話し合い、自分の認識を振り返ります。公民館の講座、企業研修、

行政職員・管理職研修、子育て講座、PTA 人権研修会、地域づくりに関連する講座など様々な場面

で活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時間 40 分 準備物 
主催者 

ファシリテーターの声かけ例(留意点) 
言葉チェックシート 
資料「無意識に思い込んでいない？」 

参加者 筆記用具 

導 

入 

１ アイスブレーキング：自己紹介【５分】 

（１）「名前」、「所属」と「言われてうれしい言葉」について話す。 

展 
 

 

開 
２ メインアクティビティ：言葉チェックシートを使用して考える【20 分】 

（１） チェックシートに書かれた内容の言葉を聞いたとき、自分だったらどう感じるかについ 

て、各自チェックする。（２分） 

 

（２） グループでシートを見せ合い、互いの考えが違うところに目を向け、自分の考えを理由 

付けしながら伝え合う。（10 分） 

 

（３） 資料をもとに、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について触れる。 

（８分） 

ま 

と 

め 

３ ふりかえり【15 分】 
（１） 自分の今までの言動を振り返り、女性が自分らしく活躍できる社会の実現のために、 

自分にできそうなことは何かを考え、記入する。（３分） 
 
（２） グループで意見交流をする。（７分） 
 
（３） 全体で共有する。（５分） 

 

（人権課題） 
  

女 性 

その言葉、本当に大丈夫？ 
～女性が自分らしく活躍できる社会をめざして～ 

日常に潜む性別に基づいた特定の役割や行動、能力などに対しての固定観念や無意識の思い込

みによって、女性が不当に評価されることがあることに気付きます。また、性別に関係なく自他

の思いが尊重され、女性が様々な分野で自分らしく活躍できる社会をめざすために、自分にはど

んなことができそうかを考えます。 

参加者の人権意識を高めるポイント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開（メインアクティビティ） 時間：20 分 

（１）（言葉チェックシートを全員に配付） 言葉チェックシートをご覧ください。ここに、女性に対

するほめ言葉や配慮する言葉などを集めてみました。その言葉を皆さん自身が聞いたとき、どう

感じますか。各自、当てはまるところに○を付けてみてください。（２分） 

（２）（２分後、全員がチェックし終えたら）この後はグループごとに、自分がチェックした気になる

箇所を中心に伝え合いましょう。グループのメンバーとなぜその箇所にチェックしたのか、お互

いにその理由を伝え合いましょう。時間は 10 分間とります。（３分） 

※チェックシートを見せることや自分の考えを伝えることに抵抗がある場合は、無理のない範囲で 

参加することを伝える。 

※グループ内で意見に違いが全くなかった場合は、他のグループの意見を取り上げるなどして、自 

分とは違う考え方があることに気付けるようにする。 

 

（３）（10 分後）皆さんの話合いの様子を見させていただきましたが、褒めているつもりの言葉や配

慮しているつもりの言葉であっても女性にとっては気になり、うれしくないものもあったかもし

れません。人によって言葉に対する考え方や感じ方に違いがありましたね。そのような違いは、

私たちの中にある性別による無意識の思い込みが関係していることが多いようです。このような

無意識の思い込みを「アンコンシャス・バイアス」といいます。（１分） 
 

（資料を全員に配付）資料をご覧ください。これは栃木県生活文化スポーツ部人権男女共同参画

課から出された、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について書かれた資料です。  

無意識の思い込みは過去の経験や見聞きしたことに影響を受けたもので、誰もがもっているも

のと書かれています。無意識の思い込みにはいくつか種類があります。中央に書かれた「ステレ

オタイプ」の部分を御覧ください。誰でも、性別、学歴、世代などをもとに先入観や固定観念で

相手をみる傾向があるそうです。（２分） 

いくつかチェック項目があるので、各自チェックしてみましょう。（１分ほど時間をとる） 

（１分後）いかがでしたか？このような無意識の思い込みが、女性の可能性を狭め、女性が社会

の中で自分らしく活躍することの妨げになっているのかもしれません。（１分） 

導入(アイスブレーキング)  時間：5 分 

グループ内で自己紹介をします。お一人ずつ「名前」、「所属」そして「言われてうれしい言葉」に

ついて紹介してください。また、言われてうれしい理由もお話しください。一人１分程度でお願いし

ます。（無理のない範囲で自己紹介をするよう声をかける） 

※導入で言われてうれしい言葉を共有することで、言葉の温かさを実感し、次の活動につなげる。 

（参加者同士で話している内容を聞いておき）○○や○○（※参加者から出てきた意見）など、認め

られたり、感謝されたり、褒められたりすると誰もがうれしい気持ちになりますよね。 

まとめ・ふりかえり  時間：15 分 

（１） 自分の今までの言動を振り返り、女性が自分らしく活躍できる社会をめざすために、あなたな

らどんなことができそうかを考え、ふりかえり欄に記入してみましょう。（３分） 

（２） （３分後） グループで意見交換してください。（８分） 

（３） グループでどのような意見が出ましたか。（数グループ指名し、発表してもらう）（２分） 

今日は女性の人権について考えていただきました。私たちは無意識のうちに女性や男性につ

いて固定的なイメージをもってしまっています。それらは長い歴史の中で、時代や地域、文化

や習慣の影響を受けながら徐々に形成されてきたものです。「女性だから」、「男性だから」と性

別によって可能性を狭められたり、不利益を被ったりすることがないようにしたいものです。 

皆さんの人権が尊重される社会を築いていけるよう、皆さんの発する言葉にも気を付けていき

たいですね。（２分） 

 

ファシリテーターの声かけ例(留意点) 



補助教材・補助資料等  

 

 

下の言葉を耳にしたとき、自分だったらどう感じるか 

当てはまるところに○を付けてください。 

気になる 

 

少し 

気になる 

あまり 

気にならない 

気にならない 

 

１． 「出産後は正社員を辞めるのかな。 子育てはやっ 

ぱり母親にはかなわないよね。」 
    

２．「女子力が高い○○さんが居てくれると、雰囲気が 

華やかになりますね。」 

    

３．「多様な視点を取り入れたいと思い、今回は女性 

の方にも参加していただきました。」 

    

４．「女性で理系の有名大学に進学する人はまだ多く 

ないし、すごいですね。」 

    

５．「仕事ができるし、女性にしておくのはもったいない 

ね。これからもサポート役をお願いしよう。」 

    

６．「女性は家事や育児、介護で忙しいので、無理なく 

働ける環境づくりを進めていきましょう。」 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本音で 
語るまる！ 

○ふりかえり 

 自分の今までの言動を振り返り、女性が自分らしく活躍できる社会をめざすために、自分には何

ができそうか書いてみましょう。 
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